














島市）門前町に在り、永平寺と共に両大本山として曹洞宗の教線拡大に大きく寄与してきた。また、總持寺教団が大きく展開してゆく過程で 輪住制、後 一夜住職（瑞世）となる制度が きく機能してきた。
この輪住制（一夜住職・瑞世）に関しては、總持寺所蔵『住山記』に全て記録されている。その全容は、瑩山禅師
住持時代の元亨元年（一三二一）より明治三十四年（一九〇八）七月二十八日までの六百年間（輪住制度は明治三年七月二五日に終了し、四九七六七世 、全百四 巻（巻百三十四欠本） 、五一九八〇世（五万一千三百十三名）にのぼるものである。
本書に関しては、平成二十三年（二〇一一）の總持寺御移転百周年にあたり、本研究所協力の下、總持寺より出版
刊行されている。
さらにこの瑞世の制度は、 永平寺においても行われていた。 その記録は 『永平寺住山記』 （ 『前住牒』 ） に記されている。
















『永平寺住山記』の構成と内容について簡単に触れておきたい。まず『永平寺住山記』に関しては、先に述べたよ に『永平寺史』 ・ 『總持寺史』等においてその、その瑞世者数・
地域の特徴、傾向等について概説が行われていたが、その詳しい内容に関して充分な報告が行われていなかった。しかし、總持寺『住山記』の出版の後、改めて本史料を見直し 時、永平寺と總持寺の当時の状況を考える上では必須の史料であると強く感じた。そのため入力・分析を行ってきたのである。
まず、 『永平寺住山記』 とは何であるか。これは、 一言で えば永平寺への瑞世の記録である。対して總持寺 『住山記』











たのか、そして現存する史料も含め、記録された時期は何時から何時までなのか等、決定を見 ことはできない現状にある。現存する史料の期間は、總持寺のそれとは大きく異なり、江戸 代の初期 ら中期に掛けての僅か百年間である。
しかし、その記録は、永平寺の瑞世の実態を明ら にするのみならず、總持寺『住山記』と相互補完的に利用する






































































































































































































さて、このように永平寺・ という両本山に対して瑞世を行うというのも、長林寺の一つの特徴であろう。例えば、總持寺『住山記』には載るが、 『永平寺住山記』には確認できない寺院や、その逆 例は多 。しかし、
両方の史料に名前が載る寺院は、必ずしも多くはない。こうした点からも、長林寺の位置づけを改めて考える必要があると思われる。
また、これら世代が瑞世を行った時期が 必ずしも長林寺晋住後 ない点も特徴 して挙げられる。瑞世が行わ
れたのは、全て 場合 おいて末寺住持の段階であった。瑞世をどの段階で行うか 様々な事例があるが、理想とえら る 前住職より嗣法し、寺院 後暫くして瑞世を行うというのも あろう。つまり、伽藍法の相続と伽藍相続が、直線的に繋がる場合 る。
この問題に関しても 既に前回の論文で指摘し ところではあるが、長林寺においては末寺住職の段階で本寺住持






























































































































































































































































































































































































































































































































末寺の世代における嗣法関係を示す例は少なく、その全容を確認することは不可能 あった ただ 【足利地区】




























































































































の例ではあるが、当時の瑞世の傾向、さ にその地域における本末 嗣法関係などに関して、今後 研究課題を提供する、好例といえよう。
特に本論では、前回確認できなかった末寺、長泰寺・宝泉寺・ 松 ・高沢寺・蓮光寺・喜運寺との関係を確認す













































長林寺乃研究』 「新人物往来社 （二二五～二五一頁） 平成一七年 （二〇〇五）
六月
